
パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

21 基本方針 「乳幼児期の子どもたちが、人
としてのあらゆる基礎を形成す
ることができるようにします」に
ついて

・あらゆる基礎とは、しつけ等幅広い意味での人
としての基礎と想像するが、誰が読んでも分かる
表現のほうが良い。
・市民の立場に合った、やさしい言葉にしてほし
い。

・分かりやすい表現とするため、記載を改めま
す。

有り ・「・・・愛情に包まれ、人間形成
の基礎を養うことができるよう
にします」

32 基本方針 「乳幼児期の子どもたちが、人
としてのあらゆる基礎を形成す
ることができるようにします」に
ついて

・なかなかイメージできない。人としての基礎とは
どのようなことを想定しているのか分かりにくい。

・分かりやすい表現とするため、記載を改めま
す。

有り ・「・・・愛情に包まれ、人間形成
の基礎を養うことができるよう
にします」

94 基本方針 「乳幼児期の子どもたちが、人
としてのあらゆる基礎を形成す
ることができるようにします」に
ついて

・乳幼児期の子どもたちに関する基本方針と議
論の内容とのつながりが弱いと感じる。「人として
のあらゆる基礎」の考え方が十分ではなく、より
明確になると良い。

・分かりやすい表現とするため、記載を改めま
す。

有り ・「・・・愛情に包まれ、人間形成
の基礎を養うことができるよう
にします」

104 基本方針 「乳幼児期の子どもたちが、人
としてのあらゆる基礎を形成す
ることができるようにします」に
ついて

・「あらゆる」と「することが」は削除して、簡潔にし
たほうが良いと考える。

・分かりやすい表現とするため、記載を改めま
す。

有り ・「・・・愛情に包まれ、人間形成
の基礎を養うことができるよう
にします」

61 基本方針 文章表現について ・人間の発達段階における５つの基本方針につ
いては概ね良いと考えるが、５項目であることが
分かりやすいように１．・・・、１．・・・と記載したら
どうか。
・各文の終わりに句点を付けたらどうか。（中点、
句点があちこち出てくるが良く考えて使うべき。）
・「生まれ来る」は文語的なので、「生まれて来る」
にしたらどうか。

・「１．」を付さなくとも、５項目であることが十分に
伝わると考えますのでこのままとします。
・各文の終わりに句点を付します。なお、大綱
（案）の前文に読点を多く用いていますが、一つ
ひとつの言葉がしっかり認識されるようにと考え
あえて読点を入れていますので、このままとしま
す。
・「生まれ来る・・・」については、これから命が育
まれる未来の子どもたちを含めた広い意味を持
たせたいと考えて用いており、このままとします。

有り ・基本方針と特に意識してすす
めるべき点について各文の終
わりに句点を記載。

84 策定の考え方
（２ページ）

市民憲章との関わりについて ・「市民憲章」の文言が出てこず、関係性もふれ
られていないのはおかしいと考える。

・市民憲章は教育大綱に限らず市の政策全般に
関わるものであり、教育大綱や個別計画には記
載していませんが、その考え方は全てに含まれ
ていると考えています。なお、市民憲章において
も、子どもの育ちに関する条文がありますので、
策定の考え方の中に市民憲章について記載しま
す。

有り ・「また、市民憲章においても社
会全体で子どもの育ちに関わ
る旨の条文が規定されてい
る。」
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87 策定の考え方
（２ページ）

市民憲章との関わりについて ・「市民憲章」の文言が出てこないが、関連がなく
てもよいのか。

・市民憲章は教育大綱に限らず市の政策全般に
関わるものであり、教育大綱や個別計画には記
載していませんが、その考え方は全てに含まれ
ていると考えています。なお、市民憲章において
も、子どもの育ちに関する条文がありますので、
策定の考え方の中に市民憲章について記載しま
す。

有り ・「また、市民憲章においても社
会全体で子どもの育ちに関わ
る旨の条文が規定されてい
る。」

119 策定の考え方
（２ページ）

市民憲章との関わりについて ・高山市民憲章をもとに教育大綱も作成されてい
ることが分かるような説明があると良い。（市民
憲章を市民みんなが大切にできるようになること
が４つのライフステージの充実につながる。）

・市民憲章は教育大綱に限らず市の政策全般に
関わるものであり、教育大綱や個別計画には記
載していませんが、その考え方は全てに含まれ
ていると考えています。なお、市民憲章において
も、子どもの育ちに関する条文がありますので、
策定の考え方の中に市民憲章について記載しま
す。

有り ・「また、市民憲章においても社
会全体で子どもの育ちに関わ
る旨の条文が規定されてい
る。」

34 策定の考え方
（２ページ）

文章表現について ・２段落目の文章を「一人ひとりの子どもの命を
妊娠期から自立まで継続的・横断的に支えること
の大切さや、かつ家庭、地域、保育園・幼児園、
学校、行政など、社会全体で関わり合うことが子
どもの育ちには不可欠であると共通認識され
た。」としたらどうか。（「命」を追加し、「大切さが
クローズアップされ」を「大切さや」に変更）

・「命」の追加については、「命」に特化した印象に
なるためこのままとします。
「大切さがクローズアップされ」については、文章
全体のつながりを考え表現を改めます。

有り ・「一人ひとりの子どもを妊娠期
から自立まで継続的・横断的
に支えることの大切さや、家
庭、地域、保育園・幼児園、学
校、行政など、社会全体で関わ
り合うことが子どもの育ちには
不可欠であることが共通認識
された。」

4 策定の考え方
（３ページ）

「児童生徒が、豊かな心、健や
かな体、確かな学力をともに養
い、生きる力を身につけること
ができるようにします」について

・策定の考え方の中に、知のことは触れている
が、具体的に徳・体の領域が文章として表現され
ていない。

・「徳」については「自分の命を守ること、どう生き
ていくか考えること・・・」の中に、豊かな心を育む
視点をふまえていると考えていますが言葉を補
足します。
・「体」については、乳幼児期の子どもに係る考え
方に食育や眠育について記載していますが、児
童生徒にも同様に必要な考え方ですので記載し
ます。

有り ・「自分の命を守ること、人の気
持ちを思いやること、どう生き
ていくか考えること、地域の活
動に参画し地域のことを考えて
発信することなど、子どもたち
が生きる力を身につけることが
大切。」
・食育と眠育について児童生徒
に係る部分にも記載。

29 策定の考え方
（３ページ）

「児童生徒が、豊かな心、健や
かな体、確かな学力をともに養
い、生きる力を身につけること
ができるようにします」について

・意識してすすめるべき点として、⑩に虐待やい
じめ防止に対する視点があるので、策定の考え
方の４項目「不登校の子供やその家族を・・・」の
後に「虐待やいじめの防止に向けた地域や大人
からの見守りを行っていく」を入れてはどうか。

・虐待やいじめに関して地域や大人の見守りとい
う視点は大切ですので追記します。

有り ・「虐待やいじめの防止に向け
た地域や大人からの見守りが
必要。」

2



パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

36 策定の考え方
（３ページ）

「児童生徒が、豊かな心、健や
かな体、確かな学力をともに養
い、生きる力を身につけること
ができるようにします」について

・「障がい」という言葉をあえて入れていないと考
えるが、支援学校へ進むと地域との関わりがなく
なっている。思いやりの心を育てるため、「障が
いを持つ子どもたちが、地域でも生きるための交
流に力を入れる。」という文言を策定の考え方に
追加したらどうか。

・特別支援学校に在籍する児童生徒が地域の小
中学校と交流したり、特別支援学級に在籍する
児童生徒が通常学級の児童生徒と共に学ぶ活
動などを積極的に行っており、そうした視点を追
記します。

有り ・「不登校の子や障がいのある
子、そしてその家族を地域で支
える取り組みや交流、一人ひと
りの居場所づくりが望まれる。」

67 策定の考え方
（３ページ）

「児童生徒が、豊かな心、健や
かな体、確かな学力をともに養
い、生きる力を身につけること
ができるようにします」について

・不登校の子については、不登校と具体的に記
載してあります。障がいのある子どもはすべての
子どもに含まれているのだと思いますが、具体
的に記載するべきかどうか。障がいのある子ども
を持つ親についても地域で支えることが大切で
あると考える。

・「すべての子ども」という言葉に「障がいのある
子」が含まれていることはもちろんですが、障が
いのある子どもやその親を地域で支えることの視
点は大切であり、障がいのある人も、積極的に社
会に参加、貢献していくことができる「共生社会」
を築いていくことが必要であると考えていますの
で、「障がいのある子」についても追記します。

有り ・「不登校の子や障がいのある
子、そしてその家族を地域で支
える取り組みや交流、一人ひと
りの居場所づくりが望まれる」

85 策定の考え方
（３ページ）

郷土教育について ・児童生徒の部分に「郷土教育」の文言が出てこ
ないのは、日頃「郷土教育は高山市学校教育の
柱」と言っていることと合致しないのではないか。

・郷土教育を大切にすることについては、総合教
育会議の中でも議論されていますので、児童生
徒に係る基本方針の策定の考え方の中に「郷土
教育」についての視点を追記します。

有り ・「高山市の教育の柱は郷土教
育であり、自分たちのまちにど
んな歴史があり何を目指してい
くのか、地域の魅力や文化に
ついて子どもたちに伝え、子ど
もたちが誇りを持って羽ばたい
ていくような郷土教育を推進し
ていくことが大切。」
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95 策定の考え方
（３ページ）

児童生徒にかかる基本方針の
策定の考え方について

・考え方の中に、「豊かな心、健やかな体、確か
な学力」について示されていないように思う。
・「生きる力」が明確になっていない。
・高山市の教育は郷土教育であることも記載され
ると良いのではないか。

・「豊かな心」については「自分の命を守ること、ど
う生きていくか考えること・・・」の中に、豊かな心
を育む視点をふまえていると考えていますが言
葉を補足します。
・「健やかな体」については、乳幼児期の子どもに
係る考え方に食育や眠育について記載していま
すが、児童生徒にも同様に必要な考え方ですの
で記載します。
・「確かな学力」については、「教育施設や機器の
整備、・・・」や「学習指導要領の改訂により・・・」
にその視点が含まれていると考えています。
・「生きる力」については、児童生徒にかかる考え
方すべてにその視点が含まれていると考えてい
ます。
・郷土教育を大切にすることについては、総合教
育会議の中でも議論されていますので、児童生
徒に係る基本方針の策定の考え方の中に「郷土
教育」についての視点を追記します。

有り ・「自分の命を守ること、人の気
持ちを思いやること、どう生き
ていくか考えること、地域の活
動に参画し地域のことを考えて
発信することなど、子どもたち
が生きる力を身につけることが
大切。」
・食育と眠育について児童生徒
に係る部分にも記載。
・「高山市の教育の柱は郷土教
育であり、自分たちのまちにど
んな歴史があり何を目指してい
くのか、地域の魅力や文化に
ついて子どもたちに伝え、子ど
もたちが誇りを持って羽ばたい
ていくような郷土教育を推進し
ていくことが大切。」

37 策定の考え方
（４ページ）

「社会に巣立つ若者が、地域を
支え、社会で活躍する志と能力
を養うことができるようにしま
す」について

・健全な若者を前提にしていると思うが、引きこも
りなど一人立ちするために支えが必要である。健
康な身体での妊娠・出産の大事さを男女ともに
教育することも必要だと考えるが、策定の考え方
にこういう内容は必要ではないか。

・「若者」という言葉は、健全な若者のみを前提と
しているわけではありませんが、悩み困っている
人を支えることの視点は大切であるため追記しま
す。
・小・中学校では妊娠、出産については、理科や
保健体育の学習等により、正しい知識と倫理観、
命の大切さについて学んでいます。

有り ・「悩みや困難を抱える若者を
支え、一人立ちできるよう支援
する取り組みが求められる。」

49 策定の考え方
（４ページ）

高山祭の後継者不足について ・「高山祭の後継者不足が・・・」との記述がある
が、地域の祭りにも同様の課題があり、祭りの担
い手になる人材を育てる仕組みづくりが求められ
るので、「高山祭をはじめ地域の祭りの後継者不
足が・・・」にしたらどうか。

・ご意見のとおり、高山祭をはじめ市内全域の伝
統行事の後継者不足と担い手確保が大きな課題
となっています。高山祭だけにとどままらない大
きな課題と認識していますので、記載を改めま
す。

有り ・「高山祭など地域の伝統行事
の後継者不足が課題となって
おり、地域の伝統行事の担い
手になる人材を育てる仕組み
づくりが求められる。」
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88 全体 郷土教育について ・「郷土教育」の文言が出てこないが、方針と重
点の柱ではないのか。

・大綱（案）の前文において、「一人ひとりが、飛
騨高山に、誇りと愛着を持ちながら、先人の築い
てきたものを大切にする・・・」と記載し、郷土教育
の大切さを表現していますが、児童生徒に係る
基本方針の策定の考え方の中に「郷土教育」に
ついての視点を追記します。

有り ・「高山市の教育の柱は郷土教
育であり、自分たちのまちにど
んな歴史があり何を目指してい
くのか、地域の魅力や文化に
ついて子どもたちに伝え、子ど
もたちが誇りを持って羽ばたい
ていくような郷土教育を推進し
ていくことが大切。」

121 全体 文章表現について ・各基本方針とそれを説明する項目の関係がま
ちまちである。

・市民や関係機関・団体の皆さんから基本方針と
策定の考え方の関係について様々なご意見をい
ただきましたので、内容を確認し必要に応じて修
正します。

有り （整合がとれた形に修正）

97 前文 文章表現について ・「そうした願いの実現に向け、教育は重要な役
割を・・・」より、「そうした願いの実現に向けては、
教育が重要な役割を・・・」のほうが、より良く伝わ
るのではないかと考える。

・ご意見のとおり、より良く伝えるため記載を改め
ます。

有り ・「そうした願いの実現に向け
ては、教育が重要な役割を
担っています。」

41 特に意識して
すすめるべき
点

「⑩虐待やいじめに対しては、
何よりも子どもの人権を尊重す
ること」

・「何よりも子どもの人権を尊重し、虐待やいじめ
をなくすこと」としてはどうか。

・ご意見のとおり、「子どもの人権を尊重し、虐待
やいじめをなくすこと」に改めます。

有り ・「⑩子どもの人権を尊重し、虐
待やいじめをなくすこと」

25 特に意識して
すすめるべき
点

基本方針と特に意識してすす
めるべき点のつながりについて

・「⑪グローバル化や情報化など新しい時代に対
応できる子どもたちを育てること」については、児
童生徒に係る基本方針だけでなく、社会に巣立
つ若者に係る基本方針にも複合させるべきでは
ないか。

・基本方針と特に意識してすすめるべき点につい
ては、関係性として主なものを結んでおり、結ば
れていない基本方針についても当然に関係して
いるものですが、誤解を与えないよう線を削除し
ます。

有り ・基本方針と特に意識してすす
めるべき点を結ぶ線を削除

122 特に意識して
すすめるべき
点

基本方針と特に意識してすす
めるべき点のつながりについて

・基本方針５つと特に意識してすすめるべき点１
８項目を線で結ぶには無理がある。高校の立場
では、特に意識してすすめるべき点の⑧、⑨、
⑪、⑰などと結ばれていないことは納得できな
い。

・基本方針と特に意識してすすめるべき点につい
ては、関係性として主なものを結んでおり、結ば
れていない基本方針についても当然に関係して
いるものですが、誤解を与えないよう線を削除し
ます。

有り ・基本方針と特に意識してすす
めるべき点を結ぶ線を削除。

27 基本方針 「乳幼児期の子どもたちが、人
としてあらゆる基礎を形成する
ことができるようにします」につ
いて

・「乳幼児期」という言葉が「生まれ来る子ども」
「児童生徒」「社会に巣立つ若者」という文言に比
べ少し違和感があるので、「幼い子どもたち」に
変えると良いのではないか。（一般的な小児区
分：新生児、乳児、幼児、学童、青年）

・言葉づかいを揃えたほうが良いと考えますので
「幼い子どもたち」に改めます。

有り ・「幼い子どもたちが・・・」
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大綱等の修正文案

107 基本方針 「児童生徒が、豊かな心、健や
かな体、確かな学力をともに養
い、生きる力を身につけること
ができるようにします」について

・児童生徒はそれぞれ違う環境で育ってきた人
間である。親だけでなく学校、地域の方の自学、
協調、健康への指導により、自分で考え行動す
ることができるようになり、社会へ巣立ち地域を
支えるようになることが理想である。

・小・中学校では、学校の中だけでの教育を考え
るのではなく、保護者や地域のみなさんと目指す
子ども像を共有し、地域社会で子どもを育むこと
ができるように、学校の教育計画を工夫をしてい
きたいと願っていますので、ご協力をお願いしま
す。

なし

98 基本方針 「社会に巣立つ若者が、地域を
支え、社会で活躍する志と能力
を養うことができるようにしま
す」について

・市では郷土教育を推進されており、地域に愛着
を持つことは必要で、高山市に夢や希望を持つ
ことや発展なくして市の教育を語れない部分であ
るとは思うが、前面に打ち出す部分としては、郷
土教育を実施しながら児童生徒それぞれの夢や
可能性を応援できる教育であってほしい。教育
大綱の基本方針として地域を支えることを全面
に出した場合、その人の夢や可能性を地域にと
どめることで制限しているように思えるのではな
いか。

・児童生徒が幸せな人生を送ること、社会を支え
る一員になることは、小・中学校教育の大きな願
いです。「地域を支える」ことは、必ずしも高山市
に残るということのみを意味するものではありま
せん。一人一人が社会で自立して活躍するという
ことは、日本を、岐阜県を、高山市を支えることに
なると考えています。
・小・中学校では、一人一人の良さや可能性を伸
ばす教育に力を入れています。

なし

26 基本方針 「社会に巣立つ若者が、地域を
支え、社会で活躍する志と能力
を養うことができるようにしま
す」について

・高校生や大学生を含めた若者を対象に、高山
市と市民全体の願いを端的に表している。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

19 基本方針 「生まれ来る子どもたちが、安
心して希望に満ちた日々を送る
ことができるようにします」につ
いて

・妊娠期がスタートになっているが、それ以前の
環境を整える部分も大切なので、推進にあたっ
ては意識して取り組んでいただきたい。

・子どもは成長し、親になり、子育ての当事者と
なっていきます。そうした意味でも全ての市民が
教育大綱の理念を理解することが大切であると
考えています。

なし

20 基本方針 「生まれ来る子どもたちが、安
心して希望に満ちた日々を送る
ことができるようにします」につ
いて

・教育大綱なのに教育委員会では行わない市が
行う医療・福祉の充実を図るような文案になって
おり適切ではない。
・生まれ来る子の親に対して行政が取り組む方
針であり教育大綱に掲げる言葉ではない。
・生まれてからの育み環境を整えることを網羅す
る言葉と感じ取れる。
・主語が隠れているので文章表現がよく理解でき
ない。

・総合教育会議において現在の教育現場が抱え
る課題や教育環境などについて議論を重ねる中
で、子どもの育ちや教育にとって、就学前はもち
ろん子どもを持とうとする段階から継続して支え
ることや福祉・保健分野とのつながりの重要性が
認識されたため記載したものであり、高山市の教
育大綱には必要であると考えています。
・前文に記載しているとおり、高山市と高山市教
育委員会が市民の皆さまとともに基本方針に基
づき取り組むものです。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

65 基本方針 「生まれ来る子どもたちが、安
心して希望に満ちた日々を送る
ことができるようにします」につ
いて

・まちづくり協議会の活動として、隣近所の関係
を深め、お互いに助け合っていくような、現代版
のお互いの関係づくりが必要だと考える。

・まちづくり協議会の活動を含め、協働のまちづく
りの目指す姿は「絆を大切にした地域づくり活動
により、地域共助が強化され、誰もが住み続けた
いと思える地域がつくられている」としておりま
す。各まちづくり協議会では、絆や支え合いを大
切にした活動が進められています。

なし

103 基本方針 「生まれ来る子どもたちが、安
心で希望に満ちた日々を送る
ことができるようにします」につ
いて

・妊娠期から社会人になるまでを通して安心して
子育てできることが大切とあるので、「生まれ来
る子どもたちが」の後に、「将来にわたって」を入
れたらどうか。

・策定の考え方などから、「将来にわたって」とい
う言葉がなくても、その意味が十分伝わると考え
ます。

なし

42 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・「生涯を通じて豊かな人間性と創造性を高める
ための環境の充実」という視点が盛り込まれてい
ることを評価する。高山市の子どもたちが、これ
からの高山を内外に発信していく力を培ってほし
い。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

43 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・特に意識してすすめるべき点の項目に、「高山
から新たに発信する素地を培う」というような、先
を見据える積極的な文言がほしい。
・高山がユネスコ無形文化遺産や日本遺産など
の指定をうけることは好ましいが、観光地のステ
レオタイプ的な発信に陥りかねない危うさを感じ
る。
・高山の子どもたちが自ら発信するポテンシャル
を支え励ますまなざし（受け皿）が今後益々必要
になっていくため、今まで以上に発信に適うか見
定める「眼力」と「発信の工夫と質」が必要。
・発信の方法と質の洗練は必須であり、この点に
おいて高山は努力が不足している。（文化財施
設の展示など。）

・小・中学校では、郷土教育に力を入れており、
常に郷土の素材を取り入れた教育活動や、地域
人材を活用した教育活動等に積極的に取り組
み、児童生徒がふるさと高山に自信と誇りをも
ち、高山を愛する心を育んでいます。
・そうした意味も踏まえ、「創造性」を基本方針や
特に意識してすすめるべき点の中に掲げていま
す。

なし

45 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・「歴史・伝統、・・・に親しみ、」で括らず、歴史・伝
統は事実を正しく伝え、それを後世に継承してい
かなければならない。近年、歴史、伝統、文化芸
術を守ることについて住民の関心が薄くなってき
ており、特に子どもたちに郷土の歴史・伝統を正
しく伝え理解を深めることが必要。子どもだけで
なく、まずは大人が十分理解する必要がある。

・次代を担う子どもたちに地域の歴史・文化・伝統
を正しく伝えることは、大人の責務と考えていま
す。そのためには、市民の皆さんに地域の歴史・
文化・伝統などに親しみ、価値を理解していただ
けるような機会の充実に努めます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

72 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・国府町に歴史文化財の収集、保管、学習、展
示、活用等を担う郷土資料館といえるような施設
の設置を望む。

・現在のところ具体的な計画はありません。既存
の展示・収蔵施設を活用した取り組みを進めま
す。

なし

109 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・グローバル化、起業化の時代に力強く生きぬく
ためのアイデアは独創性であり、「豊かな人間性
と創造性を・・・」を「豊かな人間性と独創性
を・・・」というように「独創性」という文言を付加し
ていただきたい。

・ご指摘いただいた「独創性」はこれからの時代
を生きる子どもにとっても、必要な能力であると考
えています。生きる力の３要素として規定されて
いる「豊かな人間性」等の言葉に、独創性を付加
する予定はありませんが、思考力、表現力、判断
力など、その子なりの見方や考え方を発揮して物
事を考え、解決していくことができる教育を進め
ています。こういった問題解決能力の中に、子ど
もの創意性があると認識しています。
・そうした意味もふまえて、「創造性」を基本方針
や特に意識してすすめるべき点の中に掲げてい
ます。

なし

28 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・「誰もが」という文言だと対象が誰でもいいとい
うことになるので、「誰もが」を「すべての高山市
民が」または「高山市の子どもたちが」にしてはど
うか。

・他の基本方針についても「高山の」という文言は
付けていませんが、本大綱は高山市教育大綱で
あり、「子どもたちが」「児童生徒が」「若者が」「誰
もが」のすべてに「高山の」という意味が含まれて
いることが読み取れると考えています。

なし

105 基本方針 「誰もが、日々の暮らしの中で、
歴史・文化、自然・科学、文化
芸術、スポーツに親しみ、豊か
な人間性と創造性を高めること
ができるようにします」について

・「文化芸術」を「文化・芸術」に、「スポーツ」は
「文化」に入ると考える。

・国の法律で「文化芸術」という表記が用いられて
おり、それに習った表記としています。
・スポーツが文化に含まれるという考え方もあり
ますが、スポーツの推進について明記したいと考
え、スポーツを単独で記載しています。

なし

66 基本方針 「乳幼児期の子どもたちが、人
としてあらゆる基礎を形成する
ことができるようにします」につ
いて

・食育・眠育は本当に大切であり、大人の生活リ
ズムに子どもを巻き込まないよう親が子育て中で
あると意識をしっかり持つことが大切だと考える。

・心身の健康のためには、適切な運動、バランス
のとれた食事、十分な休養や睡眠が大切です。
乳幼児期から望ましい生活リズムを身につけ、将
来にわたって継続することが健康づくりの第一歩
となることから、今後も乳幼児健診や相談の場を
利用して、生活リズムの向上にむけての指導を
行っていきます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

31 基本方針 ５つの基本方針について ・ライフステージに区切って方針を示したことは理
解できるが、子育て、教育は切れ目がないので
はないかと思うので、区切ることに少し違和感を
覚えた。「生まれ来る子どたちが・・・」「乳幼児期
の子どもたちが・・・」はいらないのでは。

・子育てと教育には切れ目がなく区切ることはで
きませんが、子どもの成長段階に応じて、特に大
切であると考えられる方針を示したいと考えライ
フステージごと記載しています。

なし

73 基本方針 基本方針の追加について ・人間は一生涯勉強であり教育であると認識して
いる。教育大綱では段階的に５段階で捉えてい
ることは分かりやすく理解しやすい。社会に巣
立ってからは一括りになっているが、現代は長寿
社会となっているためもう一段階あっても良いの
ではないかと思う。

・策定の考え方に記載しているとおり、５つ目の
基本方針は、老後も含めて全ての世代の方が生
涯を通じて学び社会に貢献するという視点をふま
えたものになっています。

なし

99 基本方針 基本方針の追加について ・教育と一言で言っても年齢によって教育の仕方
が違うので５つの視点でまとめられたことは良
い。５つ目の基本方針の後に、「豊かな老後」が
あると良いと思う。

・策定の考え方に記載しているとおり、５つ目の
基本方針は、老後も含めて全ての世代の方が生
涯を通じて学び社会に貢献するという視点をふま
えたものになっています。

なし

106 基本方針 特別支援教育について ・特別支援等の配慮はどこに入るのか。 ・「児童生徒が」とは、障がいのあるなし、特別支
援教育も含めて考えています。

なし

108 基本方針 文章表現について ・大綱の主体は市と教育委員会であり、「子ども
たちが・・・」を「子どもたちに・・・」というような表
現に変えるべきである。

・大綱をふまえた具体的な施策の推進は、市と教
育委員会が主体となって取り組むべきものです
が、基本方針については子どもに視点を当てた
表現が適当と考えこのような表現を用いていま
す。

なし

118 策定の考え方 教育に携わる人材の研修・確
保について

・教育を行う人材（職員）の研修や人材確保につ
いて、意識した内容が盛り込まれるとなお良い。

・教職員は、自ら日々研究と修養に努めています
し、岐阜県教育委員会、高山市教育委員会でも
各種研修の機会を提供しています。
・職員研修や、人材確保等の具体的な記載はあ
りませんが、教育振興基本計画に明記し、教職
員の資質向上を図っています。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

120 策定の考え方 障がい児・者への合理的配慮
について

・障がいのある人や障がいのある子どもに対す
る内容が「合理的配慮」という視点に基づいて盛
り込まれると良い。

・「すべての子ども」という言葉に「障がいのある
子」が含まれていることはもちろんですが、障が
いのある子どもやその親を地域で支えることの視
点は大切であり、障がいのある人も、積極的に社
会に参加、貢献していくことができる「共生社会」
を築いていくことが必要であり、同じように育つこ
とを目指して行くことから、合理的配慮の視点に
基づいた記載と考えています。

なし

92 策定の考え方 大綱に基づく施策の実行性に
ついて

・「支援が必要」という言葉はあるが、「支援をす
る」とは書かれていない。この大綱が施策に反映
されるのだという約束を、大綱の中に明記してい
ただきたい。

・大綱（案）の前文において、市と教育委員会はこ
の基本方針に基づき取り組むことを明記してお
り、具体的な施策の内容や方法については、これ
から協議・調整が必要ですが、取り組みの推進に
向けて努力していきます。

なし

75 策定の考え方
（２ページ）

社会全体で関わりあうこと、行
政だけでなく、市民と意識を共
有して同じ方向性を持って進め
ていくことについて

・社会全体で関わりあうこと、行政だけでなく、市
民と意識を共有して同じ方向性を持って進めて
いくことの重要性をひしひしと感じる。

・今後も、家庭、地域、学校、関係団体の皆さんと
の意識の共有や、高山市教育大綱をふまえた取
り組みの推進に努めていきます。

なし

1 策定の考え方
（３ページ）

安心して子どもを産み育てられ
る環境を整えることについて

・子どもの健全な発達には親による子どもとの関
わりが重要であり、公助が発達すればするほど、
その反面、親としての子どもとの関わりがしっか
り確保されているのか考えさせられる。乳幼児期
の子どもを持つ親が時間短縮での働き方を快く
受け入れ、資金等の生活保障が担保されるよ
う、社会的ニーズを事業者に求めることや公的
支援が重要である。

・子どもを持つ親が安心して休暇を取得でき、短
時間勤務制度を利用できる職場環境は、両立支
援として大変重要であると考えています。
・現在、短時間勤務に対する公的支援制度はあ
りませんが、市では多様な働き方を認め、ワー
ク・ライフ・バランスを実現できる職場づくりのた
め、啓発活動などを行っています。また、育児休
業取得中に借り入れした生活資金の全額利子補
給などを行い、育児休業中の生活を支援してい
ます。

なし

93 策定の考え方
（３ページ）

子ども教育参画会議について ・子ども教育参画会議について記載があるが、
学校運営協議会（コミュニティ・スクール）に移行
するのではないか。

・子ども教育参画会議を核として高山市型コミュ
ニティスクールへの移行を目指しているところで
すが、地域と協議している段階であり、現時点の
議論の中では、「子ども教育参画会議」という記
載のままとします。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

3 策定の考え方
（３ページ）

地域の中で子どもたちを育てる
ことについて

・まちづくり協議会など、地域の中における社会
教育の位置づけと人材確保による充実が望まれ
る。

・これからの社会教育、生涯学習のあり方につい
ては、「地域づくり型生涯学習」の推進を目指して
おり、自らの知識や技術、経験を子育てをはじ
め、福祉、環境、まちづくり、防犯などの身近な地
域課題を解決する活動に役立てていく仕組みづく
りと、そのための人材登録制度の構築に取り組も
うとしています。
・地域で子どもたちを育てる環境・体制づくりを目
指して、まちづくり協議会などとの協働による社
会教育活動の充実を図っていきます。

なし

35 策定の考え方
（３ページ）

文章表現について ・２段落目のまとめを「乳幼児期の子どもたちが、
家庭、地域、保育園、幼稚園などにおいて、家族
や身近な人たちに見守られながら絆と愛情を育
み、人としての基礎を養うことができるようなしく
みづくりも考え、基本方針とした。」としたらどう
か。（「なしくみづくりも」を追加）

・他の項目についても同様ですが、仕組みづくり
も含めた様々な取り組みの可能性が読み取れる
ような表現としています。

なし

117 策定の考え方
（４ページ）

中高生の地域活動について ・中高生が地域に積極的に関わることを推進す
るのはとても良い。

・学校は、地域から支えていただくだけではなく、
地域に貢献できる存在となることが必要であると
考えます。子どもたちが地域で活動し、学ぶこと
は、生きる力や郷土愛を育むためにも意義ある
活動であると考えていますので、今後も推進して
いきます。

なし

44 策定の考え方
（４ページ）

文化財を守るだけでなく、文化
財を上手に活用し、地域の活
性化につなげることが求められ
ていることについて

・文化財を守るだけでなく、文化財を上手に活用
し、地域の活性化につなげることが求められてい
るという視点は評価するが、活用には大きなプロ
デュース力が必要で、ここにも「眼力」と「発信の
工夫」が求められる。活動がともすると旧市街地
域にとどまりがちなので、支所地域や山間地域
への視点も望む。文化財の充実した活用が展開
されることを望む。

・文化財は観光客を地域に呼び込む重要な地域
資源として、まちづくりの重要な位置づけとされお
り、昨年高山市が認定を受けた日本遺産もそうし
た考え方がベースになっています。
・文化財の魅力を建物の歴史や構法など外見的
にとらえるだけでなく、そこで営まれてきた人々の
生活の視点に立った情報発信も併せて必要と考
えています。
・日本遺産のキーワードである「飛騨匠の技・ここ
ろ」は支所地域も含めた高山全体に広がる魅力
ある「モノ」が文化財として多数存在しており、今
後支所地域の魅力を情報発信できるものと考え

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

24 全体 学校以外の子ども教育団体に
ついて

・学校以外の子ども教育団体（青少年育成市民
会議、子ども会育成団体、ボーイスカウト、ガー
ルスカウト等）の存在はどこに捉えられているの
か分からない。

・策定の考え方において、行政が「家庭、地域、
民間、関係機関と力を合わせて取り組む際の基
本方針（方向性）として定めることとしており、学
校以外の子ども教育団体も当然その中に含まれ
社会全体として取り組むものと捉えています。

なし

23 全体 具体的な施策について ・基本方針の後の具体的な計画・施策に弱いの
で、施策を明確にして、具現化した言葉にすると
良い。

・大綱には目標や施策の根本となる方針を定め
ることが求められており、本大綱（案）は市と教育
委員会が教育に関わる広い分野において市民の
皆さんと取り組むにあたっての基本方針（方向
性）として作成しています。したがって具体的な施
策は記載しませんが、教育振興基本計画など関
連する各種計画の中で、重点的に実施すべき具
体的な施策について協議していきます。

なし

80 全体 具体的な施策について ・総合教育会議と教育委員会での議論の内容に
ついて意見が食い違う場合もあると思うので、議
論が混乱しないよう、教育大綱に沿った具体的
な施策について十分検討する必要があると考え
る。

・総合教育会議においては、市長、教育委員会、
市の関係部局が意識を共有し、教育大綱に基づ
いて重点的に実施すべき具体的な施策について
協議していきます。

なし

123 全体 グローバル社会への対応や道
徳について

・大綱はこれで良いと考えるが、細部の施策の中
にはグローバル社会への対応や道徳面につい
て、もう少し入っていると良いのではないか。

・小・中学校では、道徳の時間だけではなく、学校
の教育活動全体を通して、児童生徒の道徳性を
育んでいます。
・グローバル社会への対応については、ALTの活
用等により児童生徒が積極的にコミュニケーショ
ンを体験できる機会の提供に努めており、平成２
９年度からは小学校の外国語教育総合カリキュ
ラムマネージャーを設置し、グローバル人材の育
成により一層取り組んでいきます。

なし

116 全体 県の教育大綱や教育ビジョンと
の関係について

・県の教育大綱とつながる部分も多く、県の方針
をふまえたものと言える大綱となっている点が良
いと考える。特に、岐阜県の教育ビジョンで重視
している「確かな学力の育成」「特別支援教育の
充実」「ふるさと教育」が大切にされていると考え
る。

・岐阜県教育大綱、岐阜県教育ビジョンについて
も参考にしており、そうしたことも大切にしていま
す。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

48 全体 高齢者の関わり方について ・教育方針として素晴らしいと考える。この大綱
に協力したいが、大綱には長寿会・高齢者・地域
の高年者等の記載がなく、どのような意見を出せ
ば良いか分からない。長寿会員としても子どもた
ちとの交流事業を実施しており、考慮していただ
けたらと考える。

・「高齢者」という文言の記載はありませんが、特
に意識してすすめるべき点の①「社会全体
で・・・」や④「家族や身近な人に見守られなが
ら・・・」の中に、多世代交流の視点を含めていま
す。

なし

51 全体 高齢者の関わり方について ・現在、家庭内で交わす言葉が消えつつあり、人
と人とが心を通わせる暖かな人間関係を育む力
が弱くなってきている。核家族が主流を占め、共
働きや留守家庭も多く、家庭内の規範や親愛関
係が崩れてきている。
・今の子どもに必要なことは何かと考えたとき、
我々老人が子どもに関わってやれることという視
点で考えると、人と人との交流を育む手助けがで
きることであると考える。児童の登下校の指導や
声かけなど、子どものカウンセラー的な役割を果
たすことにもなるのではないか。これは高齢者の
生涯教育の一環とも考えられるのではないか。

・「高齢者」という文言の記載はありませんが、特
に意識してすすめるべき点の①「社会全体
で・・・」や④「家族や身近な人に見守られなが
ら・・・」の中に、多世代交流の視点を含めていま
す。

なし

13 全体 子ども一人ひとりへの継続した
支援について

・胎児から成人までの個人の成長を支援・見守る
ためには、行政や各教育分野の全員が教育大
綱の考え方を理解し認識することが必要だがで
きるか。支援する側の人も変化していく中で個人
への継続した支援ができるか不安がある。

・子どもが自立するまでの間に行う支援は、様々
な分野が連携した総合的かつ継続したものが必
要と考えており、体制や取組みを強化します。ま
た、教育大綱の理念をあらゆる分野の関係者が
理解し、各種施策を進めるよう取り組みます。
・小・中学校における教育は、市の総合計画、教
育大綱、教育振興基本計画、教育の方針と重点
のもと、各学校の特色に応じてなされており、学
校職員の意識の中にしっかりと認識されていま
す。今後も、大綱や計画等の内容について、学校
職員に周知を図っていきます。

なし

12 全体 大綱（案）の印象について ・少子化、学校教育改革、貧困、格差と、子ども
を取り巻く現状は深刻である。子どもを経済的成
長や社会保障の担い手として捉える前に、子ど
もたち自身の幸福を中心に策定してあり、素晴ら
しい大綱（案）であると考える。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

15 全体 大綱（案）の印象について ・この大綱（案）には、妊娠期から成人するまでの
長期的なスパンと継続性、教育関係だけでなく幅
広い地域資源の活用も含めた内容や地域で未
来を描けるための方策等が盛り込まれており大
変充実していると考える。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

17 全体 大綱（案）の印象について ・大綱なので行間を読み取り空想できるように大
変よくできていると思う。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

30 全体 大綱（案）の印象について ・平易な文章で目指す教育のあり方を的確に把
握し表現されており、優れた大綱（案）であると思
う。特に前文は人として生き方の根幹を述べてお
り、時代が変わっても不易な人間を生き方を述べ
ている点は素晴らしいと思う。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

33 全体 大綱（案）の印象について ・４つのライフステージにプラスして生涯を通じて
の環境の充実という５つの視点で方針が定めら
れており、良く考えられた大綱（案）である。特に
生まれる前からの取り組みの必要性を唱えてい
る点が良いと考える。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

50 全体 大綱（案）の印象について ・基本方針の４つの柱（生まれ来る子ども、乳幼
児、児童生徒、社会に巣立つ若者）をしっかり見
据えて立てていることについて異議はない。
・教育という概念を考えたとき、老いにも若きにも
大切なことであると考える。従って、高山市教育
大綱という旗を掲げたならば、教育の対象者は
全員に関わってくる課題と受け止めている。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

57 全体 大綱（案）の印象について ・素晴らしい大綱（案）であり、この大綱が市民に
行き渡り、市民が幸せな思いで生活できる社会
になることを願う。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

62 全体 大綱（案）の印象について ・市を挙げての取り組みは良いことである。子ど
もの生きる力を育てるという視点で貫かれている
と考える。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

64 全体 大綱（案）の印象について ・現在の状況を見て、もう少し力を入れてほしい
と思うことも網羅されており、ありがたいと感じ
る。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

78 全体 大綱（案）の印象について ・教育大綱の策定に関しては、教育委員会制度
の原則である、政治的中立性の確保、方針の継
続性・安定性の確保、地域や住民の意向の反映
が守られるよう配慮願う。

・政治的中立性の確保、方針の継続性・安定性
の確保、地域や市民の皆さんの気持ちを反映し
た大綱となるよう策定に向けてすすめます。

なし

111 全体 大綱（案）の印象について ・当たり前のことで、今までやってきたことをわざ
わざ唱える必要があるのか。

・近年の教育行政においては、学校や行政だけ
でなく、社会全体での関わりがより一層必要とさ
れているため、市民の皆さんと改めて意識を共有
して取り組んでいくことの重要性を認識して本大
綱（案）を作成しています。

なし

112 全体 大綱（案）の印象について ・表面上、いい言葉だけを並べている。 ・本大綱（案）は、市と教育委員会が教育に関わ
る広い分野において市民の皆さんと取り組むに
あたっての大きな方針（道しるべ）にしたいと考え
て作成しており、願いや期待を表現する言葉も用
いています。大綱が策定された後は、大綱をふま
えた取り組みの推進に努めます。

なし

113 全体 大綱（案）の印象について ・子どもの喜ぶ顔が見えない大綱。大人だけで
作っているものに見える。

・日頃、子どもたちと身近に関わっている様々な
関係機関・団体の皆さまからの意見も取り入れ
て、大綱の策定をすすめています。

なし

114 全体 大綱（案）の印象について ・イメージできない。わかりにくい。もっと具体的に
イメージしやすいものが良い。

・大綱には目標や施策の根本となる方針を定め
ることが求められており、本大綱（案）は市と教育
委員会が教育に関わる広い分野において市民の
皆さんと取り組むにあたっての基本方針（方向
性）として作成しています。したがって具体的な施
策は記載しませんが、総合教育会議の中で、重
点的に実施すべき具体的な施策について協議し
ていきます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

110 全体 大綱の位置付けについて ・今、この大綱が策定された背景がよく分からな
い。なぜ、大綱が必要なのか。

・資料に記載しているとおり、地方教育行政の組
織及び運営に関する法律の改正により、地方公
共団体の長に大綱の策定が義務づけられたこと
によります。
・その背景としては、地方公共団体の長は民意を
代表する立場であり、予算の編成・執行や条例
提案などの重要な権限を有しており、また近年の
教育行政においては福祉や地域振興などの一
般行政との密接な連携が必要になっていること
があり、地域住民の意向をより一層反映した教
育、学術及び文化の振興に関する施策の総合的
な推進を図ることを求められているためです。

なし

39 全体 大綱の推進について ・全体を通して良く考えまとめられていると思う。
具体的な実現に向けて取り組んでいる現場の意
見を良く聞きながら推進していただきたい。

・ご意見を受けとめ、大綱をふまえた取り組みの
推進に努めていきます。

なし

70 全体 大綱の推進について ・教育に関する広い分野を５つのステージに分け
要領よくまとめてあると思う。学校・家庭・地域・
関係団体が教育についてさらに意識・関心を高
めることが大切だと考える。

・今後も、家庭、地域、学校、関係団体の皆さんと
の意識の共有や、高山市教育大綱をふまえた取
り組みの推進に努めていきます。

なし

71 全体 大綱の推進について ・大綱の内容は多くの人が大事だと思う内容であ
る。重要なのは実践する力をどう生み出すかだと
考えるので、①高山市子ども条例を策定し法的
根拠を明らかにする、②あいさつできる地域の人
間関係を創る、③地域で困りごとがあったら、す
ぐに柔軟に対応する、④人生は何かあるものだ
と失敗に寛容になる、⑤工夫する力を養う、⑥自
分を大事にする、⑦対話に慣れていく、⑧人は多
様だとわかっていく、⑨孤立しない、などできるこ
とから始めることが大切である。

・本大綱の目的や内容について、今後も家庭、地
域、学校、関係団体の皆さんと意識の共有に努
め、できることから始めることを大切にしていきま
す。なお、教育大綱は地方教育行政の組織及び
運営に関する法律に基づき策定するものです。
子ども条例については現在のところ策定予定は
ありません。

なし

74 全体 大綱の推進について ・この教育大綱を市民に徹底し認識してもらい、
具体的な教育施策につないでいくことが非常に
大切であると考える。

・今後も、家庭、地域、学校、関係団体の皆さんと
の意識の共有や、高山市教育大綱をふまえた取
り組みの推進に努めていきます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

76 全体 大綱の推進について ・５項目に網羅されており素晴らしい指針である
と考える。学校教育以外での地域の取り組み、
家庭の子育てなど細やかに記してあり、私たち
地域住民が見守ってやらなければならないこと
が多くあるかと思う。社会の中で、家族が縦、横
のつながりを持って身近な中でふれあいの場作
りができる社会になってほしいと願う。

・今後も、家庭、地域、学校、関係団体の皆さんと
の意識の共有や、高山市教育大綱をふまえた取
り組みの推進に努めていきます。

なし

86 全体 大綱の推進について ・教育大綱の策定が言葉だけにならないよう、高
山市全体で財政的な手当、人材の確保・活用な
ど具体的にすすめていただきたい。

・市長、教育委員会、市の関係部局が意識を共
有し、教育大綱に基づいて重点的に実施すべき
具体的な施策の推進に努めます。

なし

100 全体 大綱の推進について ・この大綱（案）は良くできていると思う。課題は、
家庭の生活環境も含め関わる問題が多くなるこ
とだと考える。具体的に何ができるか見つけるこ
とが大事である。

・生涯学習課と子育て支援課が連携し、家庭教
育支援の充実に取り組んでいます。大綱（案）の
特に意識してすすめるべき点を踏まえ、「食育や
眠育」、「虐待や人権」、「個性や能力を伸ばすこ
と」等に関する学習、意見交換などをはじめ、何
ができるか、どう取り組むかをPTAやまちづくり協
議会などとも連携し、家庭教育における大綱の浸
透、推進を図っていきます。

なし

124 全体 大綱の推進について ・心の痛む事件が続出する中、教育大綱が策定
されることは大変意義がある。大綱の策定に留
まることなく、いかに周知し、一人ひとりが自覚し
意識を持って取り組むことができる環境づくりが
大切であると考える。

・今後も、家庭、地域、学校、関係団体の皆さんと
の意識の共有や、高山市教育大綱をふまえた取
り組みの推進に努めていきます。

なし

22 全体 文章表現について ・現状を十分把握されて作られたものと思うが、
大飾りな表現に感じる。

・本大綱（案）は、市と教育委員会が教育に関わ
る広い分野において市民の皆さんと取り組むに
あたっての基本方針（方向性）として作成してい
ますので、具体的な施策ではなく大きな方針を掲
げています。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

77 全体 若者定住の取り組みについて ・この基本方針を生かすには、人口を増やす対
策も並行して実施すること、企業誘致等により若
者が定住できるまちづくり、人づくりが必要である
と考える。

・若者の定住対策については、家賃補助制度、
就職支援制度、奨学金返済支援制度など様々な
施策を実施しており、今後も有効な施策を実施し
ていきたいと考えています。
・企業誘致については、若者が高山市内で働き
たいと思えるように、多様な企業を誘致し、仕事
の選択肢を増やしていきたいと考えています。

なし

7 その他 ２学期制について ・２学期制について事務局からのメールで初めて
知った。教育活動において、関係団体・市民に広
く理解を求めていくような姿勢が大切である。

・学校、保護者、地域の皆さんと、育成すべき子
ども像と、育成していく方法などについて意を同じ
にできるように努めていきます。

なし

18 その他 いじめやひきこもりへの支え合
いについて

・大綱なので具体的な表現はできないと思うが、
児童生徒の切実な問題であるいじめやひきこも
りについて社会全体で支え合う高山市オリジナ
ルの施策や多角的に関わる仕組みづくりの強化
に期待する。

・小・中学校では、いじめの未然防止と早期発
見、早期対応に全力で取り組んでいます。ひきこ
もり傾向の児童・生徒については、学校が高山市
適応指導教室であい塾と連携し対応しています。
・また、本年度からマイサポーター制度を導入し
始めるなど、子どもの居場所づくりを一層推進し
ようとしています。この居場所が、学校のみなら
ず地域社会に存在するようにすることが必要であ
ると考えています。

なし

8 その他 映画文化について ・飛騨地域に映画館がなく残念である。映画文化
にふれることができない子どもたちのために映画
館の復活を願う。

・映画は、子どもたちに喜びや感動を与え、豊か
な人間性や創造性を育む文化芸術です。文化会
館や煥章館等にて映画鑑賞の機会の提供に努
めているところですが、機会の充実を図り、感性
豊かな子どもたちの育成に取り組んでいきます。

なし

2 その他 親の子育て意識について ・親の子育て意識において、親自身が自分優先
で子は二の次とならないような教育環境の充実
についても考えていただきたい。

・保護者が子育ての第一義的責任を有することを
前提としつつ、子育て家庭を取り巻く環境の変化
をふまえ、親としての成長を支援していきます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

47 その他 外部からの居住者の獲得につ
いて

・町や地域を守るには教育・福祉施設が必須で
あり、町から子どもたちの姿や声が聞こえなく
なったら、その町は夢も消えてしまう。現在の若
者を見る限り難しいことは分かるが、施設の充実
を図り、町内での意識を高め、外部からの永住し
てくれる居住者の獲得に、行政と一帯となって取
り組んでいきたい。

・特に意識してすすめるべき点の⑦「教育、子育
てに関連する施設・・・」と⑭「若者が暮らし・・・」に
記載しているとおり、教育や子育てに関連する施
設を整え、若者が暮らし働きたくなる魅力的なま
ちをつくるため、地域や民間の皆さんと一緒に取
り組みをすすめていきます。

なし

14 その他 教育に関わる人のスキルアッ
プについて

・幼児期における最大の環境は人的環境であ
る。各教育分野の一人ひとりの人間的な力のス
キルアップが大切になるのでぜひお願いしたい。

・今後も引き続き、保育や教育に携わる者の資
質・能力の向上に取り組みます。

なし

102 その他 高校生の活動について ・高校生が地域で活動することを期待したい。そ
の活動を何かの形で評価できると良いと思う。

・各高校では、地域の産業を活性化する取り組
み、小・中学校と連携した取り組みなど、地域で
活躍したり、貢献したりする活動が展開されてい
ます。今後も、様々な形で高校と連携した取組み
をすすめていきます。

なし

81 その他 子ども・若者支援協議会の設
置について

・平成２１年に子ども・若者育成支援推進法が制
定され、地方公共団体に対し子ども・若者支援協
議会の設置が求められることとなり、平成２４年
に市民活動推進課が中心となり第１回目の研修
会が行われたが、それきりになっている。その
後、協議会が設置されたのであれば教えてほし
い。

・子ども・若者育成支援推進法の趣旨をふまえ、
不登校やひきこもり、ニート等の社会生活を円滑
に営むことを支援する体制づくりの検討を進める
にあたり、国県の取り組み動向や実践団体の現
状・課題を理解し、関係部署及び関係団体（者）
の連携を深めるため、平成２４年４月に研修会を
実施しましたが、その後、具体的な体制づくり（協
議会の設置（努力義務））まで至っていません。
・関係部署間において情報の共有、施策検討等
の連携は図っているものの、教育大綱の方向性
整理を契機に、支援・推進体制について改めて
検討する必要があると考えています。

なし

68 その他 様々な事情を抱えた家庭への
支援について

・同じ生を受けて生まれてきたのに、家庭によっ
て不具合を余儀なくされる子どもの存在がある。
貧困を招いている家庭、家事ができていない家
庭など多様化してきている。具体的なサポートを
システム化することで随分助かる家庭もあると考
えるので、そのことを今後読んでおくことも必要で
はないか。

・貧困家庭については、社会的な課題にもなって
いるため、実態把握や支援方針について関係部
局と連携して取り組みます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

54 その他 時間割について ・昔は、午前中に算数、国語、理科、社会、午後
に音楽、図工、体育のような時間割であった。１
時間目から体育をやるような現在の時間割はお
かしいのではないか。

・全ての学級の体育や音楽、図工が午後に集中
すると、学習する場所がなくなってしまうため、そ
の学校全体で調整して時間割を作っています。
・１時間目に体育を行う場合もありますが、児童
生徒の体調管理には十分配慮しています。

なし

69 その他 自信、自尊心、自立心を養う教
育について

・教育の目標は子どもたちに自信、自尊心、自立
心を養うことではないかと思う。自信のない反動
でいじめや自殺につながり、自尊心は自分も人
も大切にする心、自立心は自分の力や仕事が社
会のためになるという意識や地域の一員である
と考えられる人につながる。学校教育の中でこう
いうことを大切に子どもたちと接していただけた
らと考える。

・ご意見のとおり、児童生徒に自己肯定感を育む
ことは、全ての教育活動の基盤となると考えてお
り、全ての小・中学校において力を入れていま
す。
・「できた！」「分かった！」と児童生徒が実感でき
る授業によって自信を、「人のためになることがで
きた！」「自分の役割を果たせた！」と児童生徒
が実感できる活動を行うことで自尊心を、身のま
わりにある様々な問題を、自分なりに工夫して解
決していく活動を積み重ねることで自立心を育ん
でいます。

なし

9 その他 市の歌について ・高山市が子どもたちにとって誇りとなれるよう
に、活動の中に市の歌も取り入れていくと良いの
ではないか。

・ふるさと高山を誇りに思い、愛する心を育むた
めに、小・中学校では郷土教育に力を入れていま
す。高山市の歌を歌うことも郷土教育の一環とし
て検討していきたいと考えます。

なし

101 その他 少人数学級について ・少人数学級について特に記載がないが、高山
市独自の施策を考えているのか知りたい。

・法律により、小・中学校では１学級の人数は４０
人と決まっていますが、現在、国と県の財源によ
り、小学校１～３年生と中学校１年生は３５人学
級となっています。
・高山市独自の財源により教員を確保し、少人数
学級をつくる予定はありません。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

79 その他 大綱の位置付けについて ・第２期高山市教育振興計画の１ページに「大綱
として決定された後には、市長と教育委員会の
双方に尊重することが義務づけられます」と書か
れているが、大綱を定める総合教育会議の位置
づけについてよく分からない。

・教育大綱は、地方公共団体の長が総合教育会
議における議論をふまえて定めることとされてい
ますが、首長が総合教育会議と協議し教育振興
基本計画をもって大綱に代えることと判断した場
合は大綱を策定する必要がないとされています。
・第２期高山市教育振興基本計画を策定した当
時は、教育振興基本計画を大綱に位置付けるこ
とを総合教育会議に協議する可能性も検討して
いたため、このような記載をしていたものです。

なし

115 その他 高山市の姿勢について ・高山市は上からの指示が多すぎないか。 ・上からの指示と受けとめられないよう、市民や
関係機関の皆さんとの協議を大切にしながら各
種施策の推進に努めます。

なし

56 その他 高山祭の継承について ・祭りの区域や組だけで高山祭を守っていけない
時期にきている。これからは地域全体で世代を
超えて、ユネスコ無形文化遺産に登録された高
山祭を末永く継承できるよう取り組みたい。

・高山祭をはじめ市内全域の伝統行事の後継者
不足と担い手確保が大きな課題となっています。
高山祭だけにとどままらない大きな課題と認識し
おり、地域の伝統行事を今後も維持・継承してい
けるよう、関係団体の皆様とも相談させていただ
きながら仕組みを考えていきたいと考えていま
す。

なし

16 その他 地域資源も活用した親や家庭
全体への支援について

・共働き世帯の増加による親子が共有する時間
の減少、親世代と祖父母世代の関係不調、地域
で孤立している家庭など、子ども本人ではなく大
人の側の課題が大きくなっている。子どもを支援
するためには親や家族全体を支えることが必要
と言われるが、支えるのは公的機関だけでなく地
域のインフォーマルは資源の活用も更に重要に
なってくると考える。

・子どもや子育て家庭の抱える課題は、多様かつ
複雑に入り組んでいることが少なくなく、その世帯
を包括的に支援する必要があります。また、その
支援は行政などの公的な機関だけではなく、地
域団体やまちづくり協議会等と協働して行うこと
が効果的であるため、こうした団体との連携を強
化していきます。

なし

53 その他 道徳教育について ・孫の送迎で保育園に行くが、朝夕の挨拶ができ
ない親が多い。今後の教育では道徳に力を入れ
てもらいたい。

・小・中学校では、道徳の時間だけではなく、学校
の教育活動全体を通して、児童生徒の道徳性を
育んでいます。
・特に「あいさつ」には全ての学校が力を入れて
取り組んでいます。

なし
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パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

82 その他 ひきこもりの子への対応につい
て

・高山市適応指導教室は義務教育段階での子ど
もを対象にしているが、中学校を卒業しても引き
こもっていたり困り感を抱えたまま漂っている子
もいる。そういう子の居場所づくりについても総
合教育会議で議論してほしい。

・中学校を卒業しても引きこもりなどで悩みを抱え
困っている若者への支援や居場所づくりについ
て、関係部署や総合教育会議などで検討・議論し
ていきます。

なし

63 その他 貧困家庭等への取り組みにつ
いて

・家庭の貧困が大きな問題であり、高山市も経済
状況が不安定な家庭が増えていることをふま
え、施策に反映してほしい。
・子どもたち一人ひとりや各家庭の現状をしっか
り見つめ、理想論ではなく、現実として諸問題を
把握し取り組んでほしい。現場の意見をよく汲み
取ってほしい。

・貧困家庭については、社会的な課題にもなって
いるため、実態把握や支援方針について関係部
局と連携して取り組みます。

なし

46 その他 文化財の展示・保存施設につ
いて

・文化財の紛失、盗難、売却を防ぐため、保存・
管理施設として旧町村に郷土の歴史資料保存施
設が必要。

・現在のところ具体的な計画はありません。既存
の展示・収蔵施設を活用した取り組みを進めま
す。

なし

55 その他 文化財の展示・保存施設につ
いて

・国府町には日本遺産に指定された建築物が多
くあり、地元でも地域の文化財を研究する熱が高
まっている。小中学生のうちから、郷土に対する
愛着を持ってもらえるよう、国府町に地域の貴重
な文化財や出土品を展示できる施設の建設を望
む。

・現在のところ具体的な計画はありません。既存
の展示・収蔵施設を活用した取り組みを進めま
す。

なし

60 その他 文化財の展示・保存施設につ
いて

・小中学校で郷土教育を実践していることは大変
良いことである。今を生きる者は先人から受け継
いだ貴重な文化遺産を後世に伝えていく責任が
ある。現在、国府町に多くの文化財がありながら
３カ所に分散されているため、１カ所に集め学習
の場となるような歴史民俗資料館の設置を希望
する。

・現在のところ具体的な計画はありません。既存
の展示・収蔵施設を活用した取り組みを進めま
す。

なし

38 その他 文章表現について ・「自由」「平等」という言葉がないが必要ではな
いか。

・「自由」「平等」は憲法において保障されており、
その下で策定する大綱であるため、改めて「自
由」「平等」という言葉は記載しておりません。

なし

96 その他 平和の推進について ・高山市は平和都市宣言をしているので、持続
可能な平和な世界をつくる一員となれるよう「平
和」をいう文言を盛り込んでいただきたい。

「平和」は、教育大綱に限らず、市の政策全般に
関わるものであり、教育大綱に記載はありません
が、教育大綱でのそれぞれの取り組みが結果と
して平和につながるものと考えています。

なし

22



パブリックコメント等で寄せられたご意見とその検討結果 資料②

No. 分類1 分類2 ご意見要旨 検討結果及びその理由
大綱等
の修正

大綱等の修正文案

10 その他 放課後児童クラブについて ・命が宿ってから自立するまでの支援が途切れ
ることなく配慮されているが、ハード面の立ち遅
れを現場は痛感している。受入体制も整わない
状態で、学校・地域・運営事業者等と問題点を協
議することなく放課後児童クラブが6年生まで拡
大されたことで、学校現場との理解・協力を得る
ことに苦労した。

・核家族化の進行や親の就労環境の変化、地域
コミュニティの衰退などにより、放課後児童クラブ
の利用ニーズは増加しています。
ハード面（教室の確保）や受入体制（支援員の確
保）が課題となっておりますが、市、教育委員会、
運営事業者が協力しながら安定した事業実施に
取り組みます。

なし

11 その他 放課後児童クラブについて ・放課後児童クラブの支援員は子どもと真剣に向
き合い思いやりを大切にしながら家庭の安定を
願っている。親の資質にも原因があるが、子ども
が大人を敬うことが礼儀の心を育て、誰もが年老
いても安心して暮らせることにつながる。人や自
然を敬う気持ちを大切にしながら支援していきた
い。

・放課後児童クラブに限らず、保育園、学校、児
童センターでも多世代交流や地域行事などを大
切にしています。今後もそうした取組みを積極的
に進めることで、健やかな子どもの成長を目差し
ます。

なし

52 その他 若者のUIJターン促進について ・教育大綱の基本方針は大変良いものであると
考えるが、若者の地元へのUIJターンに協力に取
り組む必要がある。魅力ある企業が増えるよう、
企業誘致も検討してもらいたい。

・若者のＵＩＪターンの促進については、家賃補助
制度、就職支援金制度、奨学金返済支援制度な
ど様々な施策を実施し、それらを複合的に提供
することで若者の地元回帰の促進に努めていま
す。
・企業誘致については、若者が高山市内で働き
たいと思えるように、多様な企業を誘致し、仕事
の選択肢を増やしていきたいと考えています。

なし

40 特に意識して
すすめるべき
点

「②妊娠期から子どもが自立す
るまで継続して支えること」につ
いて

・教育大綱の中では、「妊娠期から」は書かなくて
良いのではないか。

・総合教育会議において現在の教育現場が抱え
る課題や教育環境などについて議論を重ねる中
で、子どもの育ちと教育にとって、就学前はもちろ
ん子どもを持とうとする段階から継続して支える
ことの重要性を認識して記載したものであり、高
山市の教育大綱には必要であると考えていま
す。

なし

5 特に意識して
すすめるべき
点

「③安心して子育てができる働
き方を確保すること」について

・働く親の立場ばかりでなく、子どもの立場にも
立って、子どもの心を育む親の働き方を考えた
い。

・ワークライフバランスの実現に取り組み、保護
者が子どもに寄り添う機会を増やすことで、健や
かな子どもの成長を図っていきます。

なし
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58 特に意識して
すすめるべき
点

「④家族や身近な人たちに見守
られながら絆や愛情を育むこ
と」「⑥食育や眠育により、望ま
しい生活習慣を身につけるこ
と」について

・親の子育て、教育に対する意識の向上を図るこ
とを明記すべきだと考える。

・教育大綱の「教育」は、学校教育だけではなく、
家庭教育や社会教育も包含しているものです。
そのため、家庭教育のみ明記することはしません
が、家庭教育については引き続き取り組んでいき
ます。

なし

89 特に意識して
すすめるべき
点

「⑦教育、子育てに関連する施
設を整えること」について

・施設だけでなく、人的環境も整えていかなけれ
ばならないと考えるので、「施設」を「環境」に変え
ると良いのではないか。

・人的環境の整備も重要であると考えており、基
本的にはどの項目についても、人的環境も含め
た様々な取り組み（ソフト面での環境整備）が読
み取れるような表現にしています。ただし、⑦に
ついては、ハード面での環境整備を強調するた
めの表現にしています。

なし

6 特に意識して
すすめるべき
点

「⑧すべての子どもに、その子
にとっての居場所をつくること」
について

・不登校の子どもたちの居場所づくりはもちろん
大切だが、同時に放課後児童クラブは1000人余
りの子どもたちが過ごす居場所として十分とは言
えない。（部屋が狭い。学校では個別支援を受け
ている子に対する支援員の数が十分とは言えな
い。）

・放課後児童クラブの利用希望者は増加傾向に
ありますが、子どもの自立を目指して放課後等に
おける子どもの居場所づくりを保護者や地域の
方々と一緒に考えていきます。また、教室や支援
員の確保についても、市と教育委員会が協力し
て対応していきます。

なし

59 特に意識して
すすめるべき
点

「⑨子ども一人ひとりに寄り添
い、個性や能力を伸ばすこと」
について

・北稜校区では中学校で限られた部活動となり、
子どもが自由に選べない現実があるので、一人
ひとりの特性を生かす場があると良い。例えば野
球については、北陵中と神岡中が合同で取り組
めている。

・小・中学校では、教職員が児童生徒のよさを見
つけ、引き出し、伸ばす指導を大切しています。
・部活動については、宮中学校と久々野中学校
が合同で吹奏楽部の活動を行うなど、学校の実
態に応じながら、工夫をしています。

なし

91 特に意識して
すすめるべき
点

文章表現について ・特に意識してすすめるべき点に関して、主語が
誰なのか分からない。もしくは主語が子どもに
なったり、行政になったり、学校になったりしてお
り、誰が何をすべきなのかよく見えないと思う。

・子どもに視点を置いた文章になるよう努めたつ
もりですが、取り組みを推進する主体について
は、大綱（案）の前文にも記載しているとおり市と
教育委員会です。ただし、家庭、地域、関係団体
など市民の皆さんによる取り組みも読み取れるよ
う主語は明記していません。

なし
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90 特に意識して
すすめるべき
点

自分の命を守ること、どう生き
ていくか考えること・・・子どもた
ちが生きる力を身につけること
について

・「自分の命を守ること、どう生きていくか考えるこ
と・・・」は大切なことだと考えるが、別紙３の書き
ぶりでははっきりせず弱い。

・大綱には目標や施策の根本となる方針を定め
ることが求められており、本大綱（案）は基本方針
（方向性）として作成しています。特に意識してす
すめるべき点についても具体的な施策は記載し
ていませんが、高山市教育振興基本計画、高山
市小・中学校教育の方針と重点の中で具体的に
示させていただいております。

なし

83 特に意識して
すすめるべき
点について

予算措置について ・具体的な施策を講じる際、しかるべき予算措置
をお願いしたい。予算を統括するのは市長なの
でぜひとも配慮を願う。

・市長、教育委員会、市の関係部局が意識を共
有し、教育大綱に基づいて重点的に実施すべき
具体的な施策の推進に努めます。

なし
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